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今 回 の 表 紙
中富良野混声合唱団 コール ・ フローラの皆さんです。 

　明治 （１８９５） ２８年、 本町に開拓の鍬がおろされてから今年で１３０年を迎えます。
　振り返りますと、 平成 （１９９５） ７年７月７日、 開基１００周年記念式典において公募の一
般町民、 中学生の皆さん合わせて１６０名の大合唱団が結成され、 １年間の練習を経て式典
に参加し、 歌うことができました。 これが母体となり、 同年に中富良野混声合唱団コール ・ フ
ローラが誕生しました。
　関係機関の皆さま、 そして町民皆さま方のご支援とご協力のお陰で、 合唱団は結成３０周
年を迎えることができました。

　コロナ禍で思いっ切り歌えず辛かった４年間でしたが本来の活動に戻り、 現在は団員２１名
で菅美穂先生、 但木愛華さんのピアノ伴奏のもと毎週火曜日、 午後７時から楽しく練習をし
ています。 また、 町民文化祭、 芸能発表への出演や福祉施設訪問、 自主企画コンサートの
開催等を行っています。
　本年７月には以前から交流がある 「いそべとし男声合唱団」 （東京）、 「大阪メールクワィ
アー」 （大阪） の皆さんとのジョイントコンサート 「夏のコンサート２」 を開催しました。 また、
令和８年６月２１日 （日） には 「創立３０周年記念コンサート」 を改修工事が終わり新しくなっ
た改善センターで行います。
　只今団員募集中です。 歌うことが好きな方、 ハモルことに興味のある方、 一緒に歌いませ
んか！ 年齢、 性別は問いません、 何時でもお待ちしています。

中富良野混声合唱団 コール ・ フローラとは

［聞き手］ 村山友希 議員

コール ・ フローラの活動

【団長  北嶋𠮷幸さん記】

静岡県三島市でのジョイントコンサート （昨年）静岡県三島市でのジョイントコンサート （昨年）練練習風景 （なかまーる）習風景 （なかまーる）

「夏のコンサート２」 熱唱中「夏のコンサート２」 熱唱中 「夏のコンサート２」 合同合唱「夏のコンサート２」 合同合唱



　佐藤 和三 議員　　４ページ
〇�こども誰でも通園制度について
〇住宅リフォーム促進事業補助金につ
　いて

　市山 　翔 議員　　５ページ
〇�役場庁舎及び公共施設の環境改善

について

　岡本 伸一 議員　　５ページ
〇�ゼロカーボンシティなかふらのにつ

いて

　安藤 啓太 議員　　６ページ
〇商工業の後継者について

　前野 仁志 議員　　６ページ
〇�無縁仏供養塔 ・ 合同墓の建立につ

いて

　寺岡 祐子 議員　　７ページ
〇�町内各集会施設への冷房設備設置

について及びエアコン設置補助増額
について

〇�こども計画策定について

令和７年 11月５日
議会だより
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第 ９ 回  定 例 会第 ９ 回  定 例 会

町政に関する一般質問町政に関する一般質問

　　令和７年第９回定例会は、９月１７日から１９日までの３日間開催されました。令和７年第９回定例会は、９月１７日から１９日までの３日間開催されました。

　町長から提出された補正予算案５件・条例案等６件、報告１０件、議員提案の　町長から提出された補正予算案５件・条例案等６件、報告１０件、議員提案の

意見書案１件が上程され、決算審査特別委員会に付託された認定８件を除くすべ意見書案１件が上程され、決算審査特別委員会に付託された認定８件を除くすべ

ての議案を原案のとおり可決・決定とし、閉会しました。ての議案を原案のとおり可決・決定とし、閉会しました。

　最終日は６人の議員が町政について一般質問を行い、町長に答弁を求めました。　最終日は６人の議員が町政について一般質問を行い、町長に答弁を求めました。

　定例会は ３ ・ ６ ・ ９ ・ 12 月の年４回、 臨時会は　定例会は ３ ・ ６ ・ ９ ・ 12 月の年４回、 臨時会は
必要に応じて開会します。必要に応じて開会します。
　団体で傍聴される場合は、 事前に議会事務局　団体で傍聴される場合は、 事前に議会事務局
（☎ 44-3985） へご連絡ください。（☎ 44-3985） へご連絡ください。

議会をもっと身近に議会をもっと身近に

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか



〇
佐
藤
議
員

　
こ
ど
も
未
来
戦
略
に
お
い
て
、
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
創
設
が

う
た
わ
れ
、
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち

を
応
援
し
、
こ
ど
も
の
良
質
な
生

育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

全
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
、
多

様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

か
か
わ
ら
な
い
形
で
の
支
援
を
強
化

す
る
た
め
、
現
行
の
幼
児
教
育
給

付
に
加
え
、
月
に
一
定
時
間
ま
で

の
利
用
可
能
枠
の
中
で
、
就
労
要

件
を
問
わ
ず
、
時
間
単
位
等
で
柔

軟
に
利
用
で
き
る
新
た
な
通
園
給

付
を
創
設
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
来
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ

る
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に

対
し
て
、
わ
が
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
準
備
し
、
取
り
進
め
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

●
小
松
田
町
長

　
現
在
、
令
和
８
年
度
の
実
施
に

向
け
町
内
の
保
育
事
業
所
と
受
入

れ
体
制
に
つ
い
て
協
議
し
、
受
入
れ

に
向
け
た
運
営
基
準
に
つ
い
て
確
認

を
行
って
い
ま
す
。
質
問
議
員
も
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
全
て
の
こ
ど
も

の
育
ち
を
応
援
す
る
事
業
と
し
て

進
め
る
と
と
も
に
、
受
入
れ
保
育

事
業
所
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
今
後
、
よ
り
具
体
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
る
予
定

で
、
令
和
８
年
度
の
実
施
に
向
け
、

円
滑
な
事
業
運
営
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

〇
佐
藤
議
員

　
建
築
費
等
が
高
騰
し
、
リ
フ
ォ
ー

ム
費
用
に
つ
い
て
も
高
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
事
業
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
事
業
開

始
か
ら
15
年
目
に
な
る
こ
と
か
ら
見

直
し
て
ほ
し
い
。

①
住
宅
を
新
築
さ
れ
た
方
へ
の

　
１
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
開
始

　
か
ら
30
年
に
も
な
り
ま
す
。
新

　
築
時
に
補
助
金
を
も
ら
った
住
宅

　
に
つ
い
て
も
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

　
業
の
対
象
に
し
て
ほ
し
い
。

②
中
富
良
野
町
の
事
業
者
で
リ
フ
ォ

　
ー
ム
の
仕
事
が
で
き
る
業
者
に
つ

　
い
て
は
、優
遇
措
置
を
し
て
ほ
し
い
。

③
こ
の
事
業
も
15
年
目
に
入
って
い

　
ま
す
。
補
助
金
を
使
い
切
った
人
に

　
対
し
て
追
加
枠
を
設
け
て
ほ
し
い
。

●
小
松
田
町
長

　
町
事
業
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

踏
ま
え
、
新
定
住
応
援
促
進
事
業

等
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

補
助
対
象
者
、
補
助
対
象
工
事
、

補
助
率
及
び
限
度
額
等
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
策
定
委
員
会
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
継

続
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
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議会だより
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住宅リフォーム促進事業補助金について住宅リフォーム促進事業補助金について

こども誰でも通園制度についてこども誰でも通園制度について 佐藤議員

佐藤議員

一一  

般般  

質質  

問問



〇
市
山
議
員

　
近
年
は
猛
暑
が
北
海
道
で
も
常

態
化
し
、
町
民
か
ら
「暑
く
て
役

場
に
行
き
た
く
な
い
」
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
役
場
庁
舎
及
び

消
防
施
設
、
な
か
ま
ー
る
、
こ
ぶ

し
苑
な
ど
、
公
共
施
設
の
利
用
者

の
健
康
・
安
全
、
ま
た
職
員
の
業

務
効
率
の
向
上
も
目
的
に
、
空
調

設
備
を
早
期
に
整
備
す
べ
き
。
特

に
役
場
窓
口
や
消
防
事
務
所
な
ど

日
常
利
用
が
多
く
安
全
に
直
結
す

る
箇
所
を
優
先
す
る
な
ど
段
階
的

に
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

導
入
に
当
た
り
補
助
金
や
脱
炭
素

化
推
進
事
業
債
な
ど
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

●
小
松
田
町
長

　
エ
ア
コ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す

が
、
町
民
の
利
用
が
多
い
役
場
や

公
共
施
設
へ
の
導
入
を
令
和
８
年

度
以
降
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
役
場
庁
舎
な
ど
の
古
い
施
設

は
改
修
に
専
門
的
な
知
見
な
ど
も

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
利

便
性
等
も
考
慮
し
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
って
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て
は
空
調
設
備
が
対

象
と
な
る
脱
炭
素
化
推
進
事
業
債

や
財
源
充
当
率
の
高
い
過
疎
債
等

を
活
用
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

〇
岡
本
議
員

　
中
富
良
野
町
は
２
０
２
２
年
６

月
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
な
か

ふ
ら
の
を
宣
言
し
ま
し
た
。
中
富

良
野
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
、
区
域
施
策
編
で
は
２
０
３
０

年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

46
％
削
減
す
る
こ
と
と
な
って
い
ま

す
。
現
在
、
ど
の
程
度
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
削
減
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
産
業
部
門
な
ど
へ
向
け
た

補
助
金
な
ど
の
施
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

●
小
松
田
町
長

　
削
減
状
況
は
令
和
９
年
度
に
集

計
等
は
実
施
予
定
と
し
て
い
る
た

め
、
現
時
点
で
削
減
率
は
集
計
し

て
い
ま
せ
ん
。
農
業
分
野
で
は
ス
マ

ー
ト
農
業
導
入
緊
急
対
策
支
援
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
作
業
効
率

化
等
に
よ
り
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
削
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
取
組
を
産
業
全
体
に
拡
大
す

る
観
点
か
ら
、
各
関
係
機
関
と
協

議
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

〇
再
質
問

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
表
な
ど
は
分
か
り

や
す
く
、
効
果
を
促
す
の
に
効
果

的
。
さ
ら
に
取
組
を
進
め
る
べ
く

町
民
、
町
外
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
は
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
組
が
町

民
に
は
身
近
に
、
町
外
の
人
に
は

魅
力
的
に
映
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

●
答
弁

　
町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
す
。
そ
れ
が
企

業
に
対
し
て
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

令和７年 11月５日
議会だより
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役役場庁舎及び公共施設の環境改善について場庁舎及び公共施設の環境改善について

ゼロカーボンシティなかふらのについてゼロカーボンシティなかふらのについて 岡本議員

一一  

般般  

質質  

問問

市山議員

改善センター内部改修工事状況 （エアコン等設置）改善センター内部改修工事状況 （エアコン等設置）



〇
前
野
議
員

　
お
墓
参
り
に
い
く
と
、
か
つ
て
墓

石
が
建
立
さ
れ
て
い
た
区
画
の
更
地

が
増
え
て
い
る
。
お
墓
は
「家
族

代
々
受
け
継
ぐ
も
の
」
と
さ
れ
て
い

た
が
近
年
は
価
値
観
が
多
様
化
し
、

お
墓
を
守
る
家
族
が
近
隣
に
い
な
い

な
ど
の
状
況
が
増
え
て
い
く
と
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
無
縁
仏
供
養
塔
と
合

同
墓
の
建
立
の
進
捗
状
況
や
計
画

は
ど
う
な
って
い
る
の
か
。

●
小
松
田
町
長

　
第
６
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
令

和
８
年
か
ら
10
年
度
の
期
間
で
墓

地
施
設
整
備
事
業
と
し
て
合
同
墓

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
無
縁

仏
供
養
塔
に
つ
い
て
も
老
朽
化
対
策

が
必
要
で
す
の
で
合
同
墓
の
整
備

計
画
と
合
わ
せ
て
、
今
後
の
管
理

も
含
め
た
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

〇
再
質
問

　
３
年
前
の
一
般
質
問
で
は
、
先

に
老
朽
化
し
た
無
縁
仏
供
養
塔
の

協
議
を
進
め
、
そ
の
後
に
合
同
墓

の
建
立
を
令
和
11
年
度
に
予
定
と

答
弁
が
あ
った
。
過
去
10
年
間
で
無

縁
仏
供
養
塔
に
納
骨
さ
れ
た
遺
骨

は
何
柱
か
。
人
生
の
最
後
を
本
町

で
迎
え
た
い
と
い
う
声
を
尊
重
す
る

た
め
に
も
合
同
墓
の
建
立
を
急
ぐ
べ

き
で
は
な
い
か
。

●
答
弁

　
過
去
10
年
間
で
無
縁
仏
供
養
塔

に
納
骨
さ
れ
た
遺
骨
は
１
柱
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
初
、
ま
ち
づ
く
り
計

画
で
は
令
和
11
年
度
に
整
備
を
計

画
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度

に
計
画
を
１
年
前
倒
し
し
ま
し
た
。

様
々
な
関
係
者
の
方
た
ち
の
ご
意

見
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
合
同
墓

と
無
縁
仏
供
養
塔
は
な
る
べ
く
同

じ
時
期
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

〇
安
藤
議
員

①
若
者
や
新
規
事
業
者
を
対
象
と

　
し
た
後
継
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
考

　
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、地
域
お
こ
　
　
　
　

　
し
協
力
隊
を
利
用
し
た
育
成
は

　
考
え
て
い
る
の
か
。

②
現
在
の
商
工
事
業
者
向
け
補
助

　
事
業
の
効
果
は
。

③
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
部
分
を
重

　
要
視
し
て
商
工
業
を
発
展
さ
せ

　
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

④
商
工
会
と
共
同
で
の
後
継
者
問

　
題
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。

●
小
松
田
町
長

①
産
業
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

　
実
施
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

　
い
て
は
既
に
農
業
・
酪
農
業
の
取

　
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商

　
工
業
に
つ
い
て
も
周
知
を
し
て
い

　
ま
す
。

②
商
工
観
光
み
ら
い
応
援
事
業
で

　
は
令
和
元
年
度
か
ら
６
年
度
ま

　
で
78
件
の
採
択
中
、
11
件
が
新

　
規
事
業
者
で
す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ

　
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
支
援
事
業
の
実
績

　
は
３
件
あ
り
、
効
果
が
あ
る
と

　
考
え
て
い
ま
す
。

③
観
光
を
１
つ
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー

　
ド
と
位
置
付
け
て
商
工
業
の
振

　
興
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
検
討
を
進
め
ま
す
。

〇
再
質
問

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
商
工
業

向
け
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
って

い
る
の
か
。
ま
た
、
地
域
内
消
費
が

重
要
と
考
え
る
が
、
入
れ
替
わ
り

可
能
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

は
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁

　
商
工
会
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
よ
り
広
く
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
規
出
店
者
な
ど
に

つ
い
て
は
地
域
内
消
費
を
含
め
て
駅

前
観
光
拠
点
施
設
に
テ
ナ
ン
ト
の

募
集
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
を
考
え
て

い
ま
す
。

令和７年 11月 5日
議会だより
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商工業の後継者について商工業の後継者について

無縁仏供養塔 ・ 合同墓の建立について無縁仏供養塔 ・ 合同墓の建立について 前野議員

安藤議員 一一  

般般  

質質  

問問



〇
寺
岡
議
員

　
こ
ど
も
基
本
法
の
趣
旨
に
則
って

あ
ら
ゆ
る
工
夫
を
し
て
、
こ
ど
も
・

若
者
が
参
画
し
た
と
い
え
る
計
画

策
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
作
っ
て
ほ
し

い
。
町
全
体
で
「あ
な
た
た
ち
の

声
を
大
事
に
し
て
い
る
ん
だ
よ
」

と
こ
ど
も
達
に
伝
え
る
こ
と
も
、

大
き
な
目
的
と
し
て
、
町
と
し
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

●
小
松
田
町
長

　
こ
ど
も
・
若
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
令
和
７
年
８
月
に

実
施
し
、
現
在
集
計
を
行
って
い
ま

す
。
ま
た
対
象
者
の
意
見
聴
取
の

場
と
し
て
小
学
５
・６
年
生
及
び
中

学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュー

実
施
に
向
け
、
学
校
と
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
高
校
生
か
ら
29
歳

ま
で
の
若
者
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ

ビ
ュー
に
つ
い
て
は
公
募
で
参
加
者

を
募
り
、
実
施
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
質
問
内
容

は
簡
素
化
し
、
説
明
を
わ
か
り
や

す
く
工
夫
す
る
な
ど
、
こ
ど
も
・

若
者
が
安
心
し
て
意
見
を
述
べ
ら

れ
る
よ
う
配
慮
を
行
い
な
が
ら
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

〇
寺
岡
議
員

　
今
後
の
町
内
各
集
会
施
設
の
冷

房
設
備
設
置
及
び
住
宅
の
エ
ア
コ
ン

設
置
補
助
増
額
に
つ
い
て
、町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

●
小
松
田
町
長

　
集
会
施
設
の
冷
房
設
備
に
つ
い
て

は
令
和
８
年
度
以
降
の
設
置
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
住
宅
の
エ
ア
コ

ン
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
は
令
和
７

年
度
の
み
の
道
の
補
助
金
を
活
用

し
て
い
る
が
、
町
で
３
年
間
は
今
年

度
と
同
じ
形
で
継
続
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
非

課
税
世
帯
等
も
含
め
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

令和７年 11月５日第 179 号

( 7 )

町内各集会施設への冷房設備設置について及び町内各集会施設への冷房設備設置について及び

エアコン設置補助増額についてエアコン設置補助増額について

こども計画策定についてこども計画策定について 寺岡議員

一一  

般般  

質質  

問問

寺岡議員

住まいのゼロカーボ住まいのゼロカーボ
ン化推進事業HPン化推進事業HP

【二次元コード】【二次元コード】

【令和７年度 中富良野町補助金ハンドブックから】【令和７年度 中富良野町補助金ハンドブックから】

〇こども基本法とは　

・こどもに関する様々な取組を講ずるにあたっての共通の基盤として、こども施策の
　基本理念や基本となる事項を定めた包括的な基本法です。

・市町村は、こども大綱・都道府県こども計画を勘案して「市町村こども計画」を作
　成する努力義務があります。

・市町村こども計画の目的は、全てのこども・若者が身体的、精神的、社会的に幸福
　な生活を送ることができる社会の実現となっています。

こども家庭庁こども家庭庁
こども基本法HPこども基本法HP

【二次元コード】【二次元コード】



令和７年 11月 5日
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議議  

員員  

研研  

修修  

レレ  

ポポ  

ーー  

トト

　８月１９日、 ホテルポールスター札幌に
て議会広報研修会が開催され、 岡本、 市
山、 寺岡、 安藤と事務局の６名で参加した。
　毎年この時期に開催される研修会で、
今回 “議会広報サポーター” である芳野
正明 （よしの　まさあき） 氏を講師に 「議
会の 『見える化』 ＆住民との 『信頼を築く』
議会広報の基本と編集」 と題してご講演
いただいた。

　午後は議会広報クリニックとし、 講義で
は住民の暮らしに関わる議会の活動状況
を知らせ、 政策 ・ 制度への関心を高め、
議会が何をしているかを知ってもらう一つ
の大切なコンテンツとして、 住民が議会と

のつながりを実感していただくツールであ
ることが議会広報の役割であると学んだ。

　議会広報を 「まず手に取っていただく」
「紙面を開き読んでいただく」 これらを住
民に促し情報を共有するための工夫や企
画を組織的に検討し編集などを行うことが
『開かれた議会』 『見える化』 への重要な
プロセスであると学び、 広報誌の編集技
術向上も必要であると感じた。
　今後とも研修で学んだことを活かしな
がら、 住民の皆さま方が手に取り読んで
いただける議会広報誌を目指していきた
い。

議会広報研修会議会広報研修会
岡本伸一 議員岡本伸一 議員

■８月１９日　議会広報研修会
　　　２６日　全員協議会
　　　　　　　第８回町議会臨時会
　　　　　　　合同常任委員会（土木調査）

■９月１０日　議会運営委員会
　　　１７日　全員協議会
　　　　　　　第９回町議会定例会①
　　　　　　　義務教育学校運営・廃校利活
　　　　　　　用等検討調査特別委員会　
　　　　　　　議会活性化推進特別委員会
　　　　　　　産業建設文教常任委員会
　　　　　　　総務社会常任委員会　　

　　　　１９日　第９回町議会定例会②
　　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　　議会広報発行特別委員会

■１０月１４日　総務社会常任委員会先進地
　　　～１７日　行政視察研修
　　　　２０日　総務社会常任委員会
　　　　２１日　産業建設文教常任委員会
　　　　２８日　決算審査特別委員会①
　　　　２９日　決算審査特別委員会②
　　　　３０日　全員協議会
　　　　　　　　第１０回町議会臨時会
　　　　　　　　決算審査特別委員会③

議 会 の う ご き ( 令和７年８月～１０月 )



　９月３０日、 上富良野町公民館にて、 ふら
の圏域教育振興議員連盟主催の教育研修
会に参加した。 講演内容は 「教育支援セン
ターの役割」 と題して上富良野町教育委員
会の教育支援担当主幹の松田　剛 （まつだ　
たけし） 氏より、 不登校のこども達をどのよ
うに支援しているか、 何を重要にしているか
を学んできた。

　不登校の多くのこども達は 「学校に通いた
い」 と思う子がほとんどであるが、 何かしら
の理由で行けないことが多いとのこと。 支援
が必要な状態の境界線はどこにあるか、 とい
うことをよく聞かれるが、 これはそれぞれ違

い、 大人の視点ではなくこどもの視点に立っ
て初めて理解でき、 一定の答えはなく親の
押し付けのような支援や説得は良くないと考
えさせられた。
　目標設定については、 こども達のできるこ
とから少しずつ拾い上げていくような支援や、
興味をもって積極的に参加できる選択肢を
増やしていくことが重要であると話されてい
た。
　また、 小学校 ・ 中学校とは細やかな打合
せを実施しているため、 学校の先生も気づ
かないことの共有が図れるようになり、 教職
員と親と支援機関での連携が取りやすくなっ
ていることも良い点であるとされていた。
　実際に不登校のこどもを抱え、 支援セン
ターを利用している親御さんのお話を聞き、
１年半程かけて 「こどものやりたい」 を育て、
自発的に 「学校に行ってみようかな」 と発言
するほど変化してきたと説明があり感銘を受
けた。
　興味のある方は上富良野町公民館２階の
教育支援センター「Mina Mina」に足を運び、
話を伺ってみてほしい。

ふらの圏域教育振興議員連盟主催教育研修会ふらの圏域教育振興議員連盟主催教育研修会
安藤啓太 議員安藤啓太 議員

  

議議  

員員  

研研  

修修  

レレ  

ポポ  

ーー  

トト

令和７年 11月５日
議会だより

第 179 号
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　配信は町ホームページまたは下の　配信は町ホームページまたは下の
二次元コードからご覧ください。二次元コードからご覧ください。

YouTube配信しています配信しています

※ ふらの圏域教育振興議員連盟とは
　 ふらの圏域の市町村議会議員の有志で構成され、 各自治体の教育に関する課題を共有し勉強会
　 などを通じて、 こども達の健全な育成に資することを目的とする団体です。



令和７年 11月 5日
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総務社会常任委員から総務社会常任委員から

［裏表紙］北星山から望む秋の風景

　「こども計画」はこれまで別々に行われてきたこども・若者に関
する施策を一つにまとめ、町全体で進めていく為のもの。その根
拠となる「こども基本法」は、日本国憲法や子どもの権利条約に
基づき、全ての子どもが幸せに暮らせる社会を目指して制定され
た。今回の計画を策定する際には、こども・若者の意見を聴き、
その声を尊重し反映することが大切にされている。こども達の声
を遮ることなく丁寧に聴ける大人が少しでも増えますように。

委員長
寺岡　祐子

　この社会総務常任委員会は「総務課、税務住民課、福祉課、会計課、
町立診療所、こぶし苑関係の所管事務の調査を行い調査事項の実
態を把握し、分析し検討して問題点を捉え、それを改善して改革
するにはどのような措置を講ずればよいか、採るべき対策なり政
策を究明し結論をだすこと」と、もう一つは「議会の予備的審査
機関として、議案、請願等を審査すること」であります。任期中
は実直に、積極的に意見を述べ、行動してまいります。

副委員長
村山　友希

　明るく住みよいまちづくりを目指す中富良野町にとりまして、
医療施設の充実は福祉の根幹をなすものといえます。町立病院が
なかふらのクリニックに変わりました。町民の方々にとりまして
は無床診療所への転換になりましたが、健康診断はもちろん何か
あっても今までとおり診てもらえることになり、無医村の町にな
らなくて良かったと思います。今後ますます高齢化社会に向かい
ます。なかふらのクリニックの利用を期待しています。

安東　義彦

　４月の町議会議員選挙後、私は総務社会常任委員としてこれま
での経験、知見を町民に寄り添い精一杯働かせていただきます。
総務社会常任委員の主な仕事は、各種税金の徴収や住民の要望に
対応する税務住民、町民の健康を守る医療、生活者目線でサポー
トする福祉です。身体的に不自由になった方や高齢者の介護など
の課題解決について小さな声にも耳を傾け、こどもからお年寄り
まで「中富良野町に生まれて良かった、住んでいて良かった」と
思えるまちづくりに汗をかいていく覚悟です。

前野　仁志

　２０２４年の小中高生の自殺数は５２９人と過去最多を記録し
ました。「ＳＯＳの出し方に関する教育」によって、こどもは以前
に比べて声を出すようになったと思います。しかしＳＯＳを教職
員や親、周りの大人達が必ずしも危険信号として受け止めていな
いのではないかと感じます。コロナ禍で分かったのは学校は教育
だけではなく福祉の場であるということです。担任は教員でよい
のですが副担任は福祉職や心理職を正規職員として配置すべきで
はないか。そうすることで学校という場を広い視点で見られるの
ではないかと思います。

冨樫　幹夫


